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注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



アプリケーションノート

RJS06B0010-0100Z/Rev.1.00 2003.09 Page 1 of 10

H8/300L Super Low Power (SLP)シリーズ
ハードウェアリセット

内容

リセット回路の重要性を説明し、H8/300L Super Low Power (SLP)シリーズマイクロコンピュータ H8/38024F用の回路
例を示します。

はじめに

本アプリケーションノートは、システム設計エンジニアが、マイコンをベースにしたシステム内のリセット回路の重

要性を理解するためのサポートをし、H8/300L Super Low Power (SLP)シリーズマイクロコンピュータ H8/38024F用の回
路例を示すものです。

リセットはマイクロコンピュータにデジタル信号として入力するものですが、電圧レベルを示すだけでなく、リセッ

ト信号を遅らせることによって電圧レベルが公称値に達するのを待つことができるようにします。またこの遅延により、

動作開始前に、電源とボードを充分に安定させることもできます。

マイクロコンピュータ用のリセット信号は、いろいろな状況で生成できるようにしなくてはなりません。特に、停電

時、電源投入時、ユーザによる外部からのシステムリセット時などです。

動作確認デバイス

H8/300L Super Low Powerシリーズ – H8/38024Fマイクロコンピュータ
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1. H8/38024Fマイクロコンピュータ

1.1 リセットシーケンス
リセットは優先度が最も高い例外です。CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタは初期化されます。

/RES端子をローレベルにすると、ただちにすべての処理が停止し、チップはリセット状態になります。

チップを確実にリセットするには、以下の注意事項を守ってください（図 1.1を参照）。

•    電源投入時は、クロック発振回路の出力が安定するまで/RES端子をローレベルに保持してください。（アプ
リケーションノート RJS06B0008-0100Z：発振子接続も参照）

•    動作中にリセットするときは、システムクロックで 10サイクル以上/RES端子をローレベルに保持してくださ
い。

リセット例外処理は以下のように行なわれます。

•    CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化され、コンディションコードレジスタ（CCR）の I
ビットが 1にセットされます。

•    プログラムカウンタ（PC）の値がリセット例外処理ベクタアドレス（H’0000～H’0001）からロードされた後、
PCが示すアドレスから実行を開始します。

図 1.1 リセットシーケンス

図 1.2 リセットのローレベル期間
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1.2 動作タイミング
VCCのレベルが 0.1VCCより低い間は、/RES端子をローレベルに保持します。この間、チップはリセット状態を保ち
ます。図 1.2からわかるように、リセットは 10システムクロックサイクル以上ローレベルに保持する必要があります。

1.3 リセット直後の割り込み
リセット後、スタックポインタ（SP: R7）の初期化前に割り込みを受け付けると、PCと CCRがスタックへ正しく退
避されず、プログラムの暴走につながります。これを防ぐために、リセット例外処理直後はすべての割り込みをマスク

する必要があります。

したがって、リセット直後は常にプログラムの先頭命令が実行されますので、必ずこの命令でスタックポインタを初

期化してください（例：MOV #xxx: 16. SP）。
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2. 回路の検討

2.1 設計例Ⅰ

図 2.1 リセット回路Ⅰ

VCC電圧が最高レベルまで一気に立ち上がってそのレベルを保持するという仮定でのシミュレーションでは、この回
路は完璧に動作します。しかし、実際は停電などがしばしば起こり、これにより大量の電流が消費されて電圧が不足す

る場合があります。電源供給が中断すると、パワーオンリセット回路が誤動作します。

電源供給の中断が図 2.1に示す回路に及ぼす影響を考えてみます。図の RC時定数を 1秒とします。VCCが立ち上が
って所定値で安定するまでを 10秒とします。次に、VCCが 0Vに下がるまで、約 100ms間 AC電源を中断させます。し
かし、この中断では RC回路から放電させることはできません。RC回路が放電しないとリセットが起動されないため、
プロセッサは電力が供給されても正常動作せず、暴走します。したがって、ほとんどのシステムにとって、この単純な

RCを用いたパワーオンリセット回路は全く不適切です。

電源が正常に供給されている間は動作し、電源が不正になったら直ちに動作を停止するような、良好なパワーオンリ

セット回路が必要です。
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2.2 設計例Ⅱ

図 2.2 リセット回路Ⅱ

図 2.2に、別の例を示します。これは、プッシュボタンを用いたパワーオンリセット回路です。電源を投入すると、
RC定数の値が示す期間リセット信号がローレベルにされ、VCCが VCCminレベルに達するまで保持されます。プッシ
ュボタンは、システムをマニュアルリセットするためのもので、コンデンサを放電する経路となります。これは、暴走

したシステムをリセットにより正常な状態に復帰するときに必要です。

以下に、電源、VCC入力、リセット信号、メインクロック信号（OSC）の状態を示します。

2.2.1 VCCを供給する DCプラグを接続／切断した場合

上図は、電源投入時に DCプラグで測定した電源供給電圧のゆっくりとした立ち上がり時の波形です。供給電圧が立
ち上がっていく間のマイクロコンピュータの VCC信号も測定してあります。リセット信号もゆっくりと立ち上がってい
るのがわかります。一方、クロック信号は、電源が安定する前から発振を始めています。H8/38024Fマイクロコンピュ
ータでは、正常な動作を保証するために、リセット信号は 10システムクロックサイクル以上ローレベルに保持するよう
に定めています。上記の信号の立ち上がり時間は、電源投入時のボード上の容量に依存します。
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2.3 設計例Ⅲ

図 2.3 リセット回路Ⅲ（放電ダイオードを使用）

図 2.3では、1N4148ダイオードを用いて、電源遮断時に急速にコンデンサ Cを放電させるようにしています。これは、
短期間の（RC定数が示す時間よりも短い）電源遮断後や瞬時の電圧上昇後に、パワーオンリセット信号が必要なため、
重要です。２つの 100nFコンデンサにより、リセット信号レベルが VCCや VSSの電圧変動に追従するようになってい
ます。

【注】 上記の設計例は、電源が動作電圧の最低レベルより下がってもゼロまでは下がらない場合については、
正しい動作を保証できません。

2.4 設計例Ⅳ
図 2.4に、別の例を示します。これは、Maxim Integrated Products社のMAX809のような監視 ICを用いた例です。こ
れにより、極端なヒステリシスを与えなくても、検出しきい値での発振を抑えることができると言われています。この

ためには、リセットパルスの後ろのエッジを遅らせる必要があります。上述の RC回路と同様に、供給電圧が検出器の
しきい値を越えたあと一定期間リセット信号を保持しなくてはなりません。この期間を「遅延時間」または「リセット

アクティブ-タイムアウト期間」と呼びます。ただし、RC回路の遅延とは異なり、厳密に設定された検出器のしきい値
を越えたときに、このタイムアウト期間が開始します。マイクロコンピュータのリセット信号の発振を抑えるために、

このタイムアウト期間を再開することもできます。電源がゆっくりと立ち上がるために検出しきい値で複数の遅延トリ

ガイベントが発生した場合、各イベントでタイムアウト期間を再開するようにします。

Maxim社製 ICの保証精度は、-40°C～+85°Cの範囲で±2.6%です。MAX809が保証する最小アクティブ-タイムアウト
リセット期間は 140msです。

図 2.4 リセット回路Ⅳ（Maxim IC製 MAX809を使用）
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3. トラブルシューティング

3.1 電源投入時に正しく動作しない場合
可能性のある原因：

•    VCCの立ち上がりが遅すぎる
•    VCCの立ち上がり時間が遅いためにリセットが正しく行なわれない
•    システムの電源投入／遮断時には、/RES信号をローレベルにすることが必要

3.2 電源遮断後に再度電源を投入したときに正しく動作しない場合
可能性のある原因：

•    VCCが 0Vに安定するのに充分な時間をとっていない
•    VCCの立ち上がりが遅すぎる
•    VCCの立ち上がり時間が遅いためにリセットが正しく行なわれない
•    システムの電源投入／遮断時には、/RES信号をローレベルにすることが必要
•    システムの他の周辺ハードウェアモジュールやロジックが正しくリセットされていない



H8/300L Super Low Power (SLP)シリーズ
ハードウェアリセット

RJS06B0010-0100Z/Rev.1.00 2003.09 Page 8 of 10

4. まとめ
パワーオンリセット回路の実現方法は様々です。本アプリケーションノートで紹介した方法を用いることもできます

が、つねに最適の動作状態を保証するよう、システムで厳密な必要条件を定めている場合は、外部の監視回路を用いる

方法もあります。

本アプリケーションノートでは、H8/38024F MCU用のリセット回路を実現するための基本的な方法とともに、システ
ムを正しく動作させるために必要な注意事項も説明しています。

参考文献

1. H8/38024 Series, H8/38024F-ZTATTM Hardware Manual
2. www.ednmag.com
3. www.embedded.com
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改訂記録
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